
 

令和５年度 第２回 甲賀市地域公共交通活性化協議会 次第 

 

 

                      ・日 時 令和５年７月２７日（木）  

                             １３：５０ ～  

                      ・場 所 甲賀市役所甲南地域市民センター 

３階会議室 

 議 事 

 
  （１）報告事項 

 
報告第１号 委員（自動車部会委員）の選出・変更について 

 
 報告第２号 令和５年度事業進捗状況について  

 
 

（２）協議事項 

 
第１号議案 甲賀市地域公共交通計画（案）のパブリックコメントの実

施結果及び今後の策定スケジュールについて 

      第２号議案 甲賀市コミュニティバスのダイヤ改正等について 

 

  （３）その他 
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甲賀市地域公共交通活性化協議会について 

 
 本市では、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」（平成１９年法律第

５９号）の規定に基づく法定協議会である「甲賀市地域公共交通活性化協議会」

を平成２１年３月１３日に設置しました。 
 本協議会では、地域交通について総合的な検討を行い、関係者と合意形成を図

りながら、本市にとって最適な公共交通を実現するため、実証実験や利用促進な

どを検討・実施しております。 
 また、本協議会には自動車部会を設置しており、本部会では道路運送法の規定

に基づく地域公共交通会議の機能を有しておりますことから、主にコミュニテ

ィバスの路線再編やダイヤ改定、運賃改定等を運行事業者からの提案に基づい

て協議いただくこととなっております。 
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【報告第１号】 委員（自動車部会委員）の選出・変更について 
 

 
 

委員（自動車部会委員）の選出・変更について 

 

１．委員の選出について 
 

所属団体において、委員の選出中でありました、甲賀市区長代表、甲賀市ＰＴＡ連絡協議

会につきましては、各団体からの推薦により、以下のとおり委員に就任いただきますので報

告いたします。 

 

 

甲賀市区長代表       中 西 一 吉 氏      （監査委員） 
 

甲賀市ＰＴＡ連絡協議会   岡 崎 充 志 氏             
 

 
２．委員の変更について 
 
 信楽高原鐵道株式会社、帝産湖南交通株式会社に委員の変更がありましたので、以下のと

おり報告いたします。 
 
 

信楽高原鐵道株式会社    山 本 和 良 氏             
 
帝産湖南交通株式会社    新   幸 雄 氏             
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甲賀市地域公共交通活性化協議会　令和５年度委員

機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名

甲 賀 市 副 市 長 正 木 仙 治郎

甲 賀 市 建 設 部 部 長 樋 口 泰 司

【委員】

分　　野 機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名 自動車部会 備　考

1 所 管 運 輸 行 政 国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局
首席

運輸企画専門官
田 中 郁 代 〇

1 広 域 交 通 行 政 滋 賀 県 土 木 交 通 部 交 通 戦 略 課 参　事 福 島 森 〇

1 道 路 管 理 者 滋 賀 県 甲 賀 土 木 事 務 所 次　長 岡 田 裕 行 〇

1 所 管 警 察 （ 交 通 ） 滋 賀 県 甲 賀 警 察 署 交 通 課 交通課長 富 居 敬 介 〇

2 学 識 経 験 者 龍 谷 大 学 文 学 部 教　授 井 上 学 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 区 長 代 表 副会長 中 西 一 吉 〇 監査委員

3 市 民 代 表 ゆ う ゆ う 甲 賀 ク ラ ブ 副会長 辻 村 忠 美 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 身 体 障 害 者 更 生 会 会　長 増 田 定 雄 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 甲南支部長 岡 﨑 充 志 〇

3 関 係 団 体 （ 福 祉 ） 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会 地域福祉課長 大 谷 喜 久 〇

3 関 係 団 体 （ 商 工 ） 甲 賀 市 商 工 会 事務局長 吉 川 徹 〇 監査委員

4 鉄 道 事 業 者 西日本旅客鉃道株式会社京滋支社 副支社長 野 口 明

4 鉄 道 事 業 者 近 江 鉄 道 株 式 会 社 執行役員鉄道部長 松 本 康 一郎

4 鉄 道 事 業 者 信 楽 高 原 鐵 道 株 式 会 社 専務取締役 山 本 和 良

4 バ ス 協 会 一 般 社 団 法 人 滋 賀 県 バ ス 協 会 専務理事 野 村 義 明 〇

4 タ ク シ ー 協 会 一般社団法人滋賀県タクシー協会 専務理事 松 尾 武 文 〇

4 一 般 乗 合 滋 賀 バ ス 株 式 会 社 代表取締役 隠 岐 公 史 〇

4 一 般 乗 合 株式会社シガ･エージェントシステム 代表取締役 松 岡 政 敏 〇

4 一 般 乗 合 帝 産 湖 南 交 通 株 式 会 社 業務部長 新 幸 雄 〇

5
一般旅客自動車運送事業者の事業
用自動車の運転者が組織する団体

私 鉄 労 働 組 合 滋 賀 県 協 議 会 幹　事 粂 隆 太 郎 〇

6 一 般 乗 用 滋 賀 タ ク シ ー 株 式 会 社 業務課長 山 本 義 行 〇

6 一 般 乗 用 た ぬ き タ ク シ ー 株 式 会 社 取締役 林 輝 彦 〇

6 一 般 乗 用 株 式 会 社 ビ ジ ネ ス サ ー ビ ス 滋 賀 部　長 大 伴 裕 二 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 総 合 政 策 部 次　長 藤 橋 克 志 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 市 民 環 境 部 次　長 前 田 三 嗣 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 産 業 経 済 部 次　長 近 藤 直 人 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 健 康 福 祉 部 次　長 伴 統 子 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 教 育 委 員 会 事 務 局 次　長 村 地 昭 彦 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 建 設 部 次　長 山 中 秀 人 〇 自動車部会長

課　長 村 田 稔 明 事務局長

課長補佐 三 鼓 明 寛

係　長 中 村 正 太

主　査 山 口 高 徳

主　査 服 部 淳 平

主　査 井 用 一 馬

副 会 長

事務局 甲 賀 市 建 設 部 公 共 交 通 推 進 課

(敬称略)

役　職 備　考

会　　長

は、前回から委員の変更があったことを示しております。
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【報告第２号】令和５年度事業進捗状況について 

 

令和５年度事業進捗状況 

 〇主な事業進捗状況 

（１） 「甲賀市地域公共交通計画」の策定 

  ※詳細については、第２号議案で説明します。 

 

（２） 「甲賀市地域公共交通計画」に示す基本方針（案）に基づく事業実施 

①コミバス、コミタクの利用状況に応じたダイヤ調整や効率的な路線再編の検討 

 令和６年４月１日、令和７年４月 1 日（予定）の２期に分けて実施予定 

 基本的な考え方・・・甲賀市地域公共交通計画（案）４７ページ 
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【報告第２号】令和５年度事業進捗状況について 

 

 

②ＪＲ草津線の利用促進 

 ※別紙１参照 

 

③ＩＣＴを活用した情報提供とデータ分析、利便性向上（国庫補助事業） 

Ｒ４から継続して実施しております、スマートバス停・デジタル定期・デマンドスマホ予約・シェア

サイクル・情報可視化システム等、ＩＣＴを活用した利便性向上事業の実施状況は以下の通りです。 

 （Ｒ４実施済事業） 

・デジタルサイネージ設置（３基：甲賀病院・甲賀市役所（市役所側）、近江土山の各バス停） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲市役所バス停                  ▲甲賀病院バス停 

  

  ・コミバス乗降人数分析ツールの導入 

 

（今年度実施予定事業） 

・甲賀市役所スマートバス停（西友側）新設・・・待合所の新設、デジタルサイネージの設置 

・スマホ等でバス走行位置を表示するサービスの導入 

 

▲バス走行位置を表示画面の事例（北海道北見市） 
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【報告第２号】令和５年度事業進捗状況について 

 

 

・スマホ定期券、コミタクＷＥＢ予約システムの導入 

 

 コミタクのｗｅｂ予約システムの導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲スマホ定期券                ▲コミタクのｗｅｂ予約システム 

 

④モビリティ・マネジメントの推進 

・小学生への交通環境学習の強化 7 月末現在：７校９回実施（昨年度：１１校１７回） 

 

 

・近江鉄道ガチャフェス（１０月１４日）に合わせた連携事業 

・小学生の休暇期間に合わせた利用促進事業 
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期
 ⇒

 日
常

で
の

自
家

用
車

・
バ

ス
利

用
か

ら
、

鉄
道

利
用

に
シ

フ
ト

、
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

●
取

り
組

み
内

容
に

つ
い

て

 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

希
望

ケ
丘

か
ら

甲
南

駅
へ

向
か

う
新

規
路

線
の

検
討

 
通

勤
、

出
張

時
に

お
け

る
公

共
交

通
の

利
用

促
進

（
出

張
の

原
則

的
な

公
共

交
通

利
用

）

 
草

津
線

駅
か

ら
工

業
団

地
へ

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

を
実

証
運

行
（

県
予

算
）

 
一

定
期

間
甲

賀
市

を
リ

モ
ー

ト
拠

点
と

し
て

試
し

居
住

、
Ｒ

４
高

島
市

で
実

施

内
容

 
①

と
②

に
共

通
す

る
取

り
組

み
 ⇒

 抜
本

的
な

利
便

性
向

上
 

 
・

⾧
期

 ⇒
 甲

西
駅

の
行

き
違

い
設

備
設

置
、

貴
生

川
駅

の
改

築
等

駅
ナ

カ
へ

の
集

客
施

設
誘

致
 

 
・

短
期

 ⇒
 バ

ス
や

レ
ン

タ
サ

イ
ク

ル
、

駅
前

駐
車

場
の

２
次

交
通

整
備

 
 

・
市

民
等

が
草

津
線

（
公

共
交

通
）

を
応

援
す

る
マ

イ
レ

ー
ル

意
識

の
醸

成
 

 
・

交
通

環
境

学
習

、
体

験
学

習
、

子
ど

も
定

額
（

無
料

）
乗

車
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン

実
施

4,
20

0
 

現
在

、
約

半
数

の
学

校
で

実
施

し
て

い
る

交
通

環
境

学
習

を
全

校
に

展
開

、
学

習
効

果
を

発
揮

す
る

た
め

、
休

み
期

間
中

の
無

料
乗

車
や

社
会

見
学

で
の

運
賃

補
助

、
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

を
実

施

 
小

学
生

の
社

会
見

学
や

地
域

行
事

で
公

共
交

通
利

用
す

る
場

合
の

運
賃

や
地

域
で

取
り

組
む

利
用

促
進

事
業

（
駅

前
マ

ル
シ

ェ
等

）
に

補
助

す
る

公
共

交
通

利
用

推
進

実
証

草
津

線
利

便
向

上
調

査
業

務

体
験

学
習

・
利

用
促

進
事

業
補

助

交
通

環
境

学
習

の
強

化

9
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≪第１号議案≫ 甲賀市地域公共交通計画（案）のパブリックコメントの実施結果及び今後の策定スケジュー

ルについて 
 

 

 

 

甲賀市地域公共交通計画（案）のパブリックコメントの実施結果 

及び今後の策定スケジュールについて 

 

 

１．パブリック・コメントの実施結果について 

令和５年６月１日から６月３０日までパブリック・コメントを実施した結果、２名の方から計２件の意見

がありました。（次ページ参照） 

提出方法は、直接持参 １名、ＦＡＸ １名となっております。 

いずれもコミュニティバスの再編や利便性向上にかかる要望のご意見であり、すでに本計画案で

方向性を示しているため、修正は行いません。 

 

２．甲賀市地域公共交通計画（案）について 

別冊のとおり 

 

３．策定までのスケジュール 

本計画は、市の目指す将来像の実現を地域公共交通の観点から支えるための基本的な指針を 

示しますが、計画期間で実施する「公共交通網の再編」などの「施策メニュー」については、計画の 

作成と平行して検討を進めてまいります。 

  

年月日 検討組織等 内容 

R5.6.1～30 パブリック・コメント  

R5.7.26 庁内次長会議  

パブリック・コメントの実施結果報

告及び今後の策定スケジュール

について 

R5.7.27 甲賀市地域公共交通活性化協議会 

R5.8.1 庁内部長会議 

R5.8.10 市議会産業建設常任委員会 

R5.8 市議会全員協議会 

R5.10 施行（～R11.3.31）  

 

 ※  前回の報告では、本計画を本年９月の策定に向けて準備を進めるとしておりましたが、本 

年１０月１日に上位法令等の改正がありますことから、創設される予定の国庫補助制度の活 

用を見据え、本計画の策定時期を予定していた９月から１０月以降に延期いたします。 
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甲
賀
市

地
域
公

共
交

通
計
画

（
案

）
の
パ

ブ
リ

ッ
ク
・

コ
メ

ン
ト
の

結
果

に
つ
い

て
 

意
見

提
出

者
 

 
２

名
 

意
見

内
容

 
 

 
２

項
目
 

※
い

た
だ

い
た

ご
意

見
等

に
つ

い
て
は

、
趣

旨
を

損
な

わ
な

い
範
囲

で
要

約
し

て
お

り
ま

す
。
 

番
号

 
ペ

ー
ジ

 

(
意

見
照

会
時

) 

計
画

（
案

）

の
 

該
当

箇
所
 

い
た

だ
い

た
ご

意
見

等
 

ご
意

見
等

に
対

す
る

市
の

考
え

方
 

修
正

の

有
無

 
備

考
 

１
 

４
６

ペ
ー

ジ
～
 

４
７

ペ
ー

ジ
 

４
 

目
標

を

達
成

す
る

た

め
の

施
策

メ

ニ
ュ

ー
 

④
コ

ミ
バ

ス
・

コ
ミ

タ

ク
の

再
編
 

 
コ

ミ
バ

ス
・

コ
ミ

タ
ク

の
再

編
は
地

域
と

し
て

も
非

常
に

大
切

で
関

心
が

あ
り

ま
す

。
４
６

ペ
ー

ジ
の

「
地

域
別

の
基

本
的

な
見

直
し

の
考

え
方
」

に
示

す
フ

リ
ー

降
車

区
間

の
導

入
や

デ
マ

ン
ド

運
行
の

導
入

な
ど

本
計

画
の

周
知

に
合

わ
せ

て
地

域
と

と
も
に

考
え

る
こ

と
が

大
切

と
思

い
ま

す
の

で
、

本
計

画
の
完

成
後

は
希

望
す

る
地

域
に

対
し

て
「

タ
ウ

ン
ミ

ー
テ
ィ

ン
グ

」
を

是
非

開
催

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま
す

。
 

 

 
仰

せ
の

通
り

、
施

策
を

検
討

す
る
う

え
で

広
く

ご
意

見

を
伺

う
こ

と
は

重
要

と
考

え
て

お
り
ま

す
。
 

 
そ

の
た

め
、

本
計

画
の

策
定

に
合
わ

せ
、

地
域

の
皆

様

は
も

と
よ

り
、

利
用

さ
れ

る
方

や
中
高

生
の

ほ
か

に
も

公

共
交

通
に

密
接

に
関

わ
る

各
種

関
係
者

の
意

見
を

聴
取

し

た
り

、
調

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
で
す

。
 

「
コ

ミ
バ

ス
等

の
再

編
」

の
検

討
に
あ

た
っ

て
も

、
こ

れ
ま

で
多

く
の

ご
意

見
や

ご
要

望
を
お

聞
き

し
て

き
ま

し

た
の

で
、

そ
れ

ら
を

参
考

に
再

編
の
素

案
を

作
成

し
て

ま

い
り

ま
す

。
中

で
も

現
在

と
大

き
く
運

行
形

態
等

が
変

更

と
な

る
予

定
の

地
域

を
中

心
に

、
さ
ら

に
地

域
の

皆
様

の

ご
意

見
を

拝
聴

し
、

よ
り

良
い

地
域
公

共
交

通
網

を
構

築

し
て

い
く

考
え

で
す

。
 

 

無
 

 

２
 

４
２

ペ
ー

ジ
～
 

５
８

ペ
ー

ジ
 

４
 

目
標

を

達
成

す
る

た

め
の

施
策

メ

ニ
ュ

ー
 

 

コ
ミ

バ
ス

の
土

日
運

行
を

増
や

し
て
ほ

し
い

。
 

コ
ミ

バ
ス

に
Ｉ

Ｃ
カ

ー
ド

を
導

入
し
て

ほ
し

い
。
 

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

を
使
い

や
す

く
し

て

ほ
し

い
。
 

 

 
 

コ
ミ

バ
ス

の
土

日
運

行
の

増
便
に

関
し

ま
し

て
は

、

本
計

画
２

３
ペ

ー
ジ

に
記

載
の

と
お
り

、
運

転
手

不
足

の

問
題

や
２

０
２

４
年

に
予

定
さ

れ
て
い

る
労

働
時

間
基

準

の
改

正
を

見
据

え
る

と
、

全
体

の
運
行

本
数

だ
け

を
増

加

す
る

こ
と

は
難

し
い

状
況

に
あ

り
ま
す

。
 

市
で

は
、

コ
ミ

バ
ス

各
路

線
、

便
の
利

用
者

数
を

把
握

し
て

お
り

ま
す

こ
と

か
ら

、
全

体
を
見

直
す

中
で

選
択

と

集
中

に
よ

り
便

数
の

確
保

を
判

断
し
て

ま
い

り
ま

す
。
 

次
に

、
Ｉ

Ｃ
カ

ー
ド

の
導

入
に

つ
い
て

で
あ

り
ま

す
。
 

仰
せ

の
通

り
、

導
入

に
よ

り
利

便
性
が

向
上

す
る

だ
け

で
な

く
、

利
用

者
数

の
集

計
作

業
な
ど

も
効

率
化

さ
れ

る

な
ど

の
メ

リ
ッ

ト
が

あ
り

ま
す

。
し
か

し
な

が
ら

、
一

方

で
、

導
入

時
だ

け
で

な
く

、
維

持
管
理

に
も

多
額

の
費

用

を
要

す
る

と
い

っ
た

デ
メ

リ
ッ

ト
も
あ

る
こ

と
か

ら
、

導

入
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

慎
重

に
検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。
 

無
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番
号

 
ペ

ー
ジ

 

(
意

見
照

会
時

) 

計
画

（
案

）

の
 

該
当

箇
所
 

い
た

だ
い

た
ご

意
見

等
 

ご
意

見
等

に
対

す
る

市
の

考
え

方
 

修
正

の

有
無

 
備

考
 

最
後

に
、

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー
ビ

ス
の

改
善

に
つ

い
て

で
あ

り
ま

す
が

、
シ

ス
テ

ム
開
発

業
者

と
引

き
続

き

使
い

や
す

い
サ

ー
ビ

ス
と

な
る

よ
う
調

整
し

て
ま

い
り

ま

す
。
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≪議案第２号≫ 甲賀市コミュニティバスのダイヤ改正等について 

 
 

甲賀市コミュニティバスのダイヤ改正等について 

【水口地域】 

〇バス停位置の変更 

・「名坂日電前」（土山方面車線） 

 民間敷地の改築に伴い、バス停位置を変更します。 

 変更による通過時刻の変更はありません。 

 
 

現位置 

変更位置 

現位置から１５ｍ西（草津方面）へ移動 

変更位置 

現位置 
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≪議案第２号≫ 甲賀市コミュニティバスのダイヤ改正等について 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変更位置 
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≪議案第２号≫ 甲賀市コミュニティバスのダイヤ改正等について 

 
 

【信楽地域】 

〇運行時刻の変更 

・Ｆ３ 田代・畑・陶芸の森巡回線 2 便 

 道路渋滞による遅延が多発しているため、出発時刻を５分早めます。 

 

（変更前）                        （変更後） 
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